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西村証券 企業調査情報                2026/04/24 

［金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第26号：加入協会…日本証券業協会］ 

クラウディアホールディングス（コード 3607） 
◆各決算期の中間期業績推移(連結) 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

22.8 4,149 ▲245 8.0 0.0 199 ▲18 ▲616 4,355 

23.8 5,799 534 59.6 2.0 666 ▲132 ▲610 4,367 

24.8 7,027 695 71.0 3.0 710 ▲476 1,013 3,317 

25.8 7,078 370 37.5 5.0 518 ▲421 ▲62 1,711 

26.8 7,265 752 70.1 5.0 1,076 ▲70 ▲451 2,429 

◆通期業績推移(連結) （26.8 予は会社側発表値） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

22.8 9,507 104 93.2 3.0 989 ▲133 ▲1,234 4,455 

23.8 11,521 553 63.2 7.0 761 ▲409 ▲2,731 2,077 

24.8 13,219 341 21.5 10.0 526 ▲979 36 1,685 

25.8 13,591 402 34.7 10.0 859 ▲463 ▲193 1,860 

26.8予 14,300 450 38.7 10.0 － － － － 

（CF＝ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ。現金及び現金同等物は各期末値。▲はマイナス。単位は百万円、円） 

コンシューマー事業を軸に 26/8 期は期初予想と変わらず増収増益へ 
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26 年 8 月期の中間期は、衣裳事業や、式場事

業のフレンチレストラン「ソンブルイユ」が堅

調に推移したことなどから、売上高が前年同期

に比べて 3％増えた。利益面では、原価率の低

い衣裳取扱収入や式場運営収入が増えたこと

で売上総利益率が 79.8％（前年同期は 77.4％）

に上昇したことなどから、営業利益は 103％増

と大幅に伸長。売上高営業利益率も 10.4％（前

年同期は 5.2％）へと大きく向上した。 

当中間期のキャッシュ・フロー（以下、CF）

において、現金及び現金同等物の期末残高は 24

億 2,900 万円（前年同期末比 42％増）となっ

た。営業活動 CF は、税金等調整前中間純利益

7 億 7,400 万円（前年同期比 101％増）などか

ら 10 億 7,600 万円の収入（108％増）となっ

た。投資活動 CF は、有形固定資産の取得によ

る支出 7,400 万円（83％減）などから 7,000 万

円の支出（83％減）に。財務活動 CF は、長短

借入金の借入れ及び返済による差引支出額 4億

400 万円（前年同期は 300 万円の収入）などか

ら 4 億 5,100 万円の支出（前年同期比 622％増）

となった。 

当中間期は売上総利益率改善などから大幅増益に 

 

営業 CF の増加などから期末の現金残高が拡大 
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西村証券 企業調査速報 

本レポートは、会社側が発表した決算短信や決算説明資料などに基づき作成しており、証券投資の

参考となる情報の提供を目的としたもので、証券の売買を勧誘する目的で作成したものではありま

せん。株式の売買取引には、約定代金に対して手数料が必要となります。また、株式は、株価の変

動により損失が生じる恐れがあります。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断でなさいま

すようお願い致します。本レポートは各種データに基づいて作成していますが、その正確性・完全

性を全面的に保証するものではありませんので、予めご了承下さい。なお、本レポートの著作権は

西村証券に帰属しており、電子的・機械的などの方法を問わず、無断で本レポートを引用または複

製、転送することを禁じます。 

 

当中間期の事業別売上高では、ホールセール

事業が 15 億 3,800 万円（前年同期比 2％減）と

なった一方、コンシューマー事業が 57 億 2,600

万円（4％増）と業績全体の伸びに貢献した。 

ホールセール事業では、レンタル収入等が9億

4,100 万円（3％増）に増え、コロナ禍の真った

だ中にあった 21年 8月期中間期を底に回復を続

けている。製・商品売上高は 5 億 9,700 万円（7％

減）と苦戦しており、24 年 8 月期中間期までは

一旦回復したものの再び落ち込んでいる。 

コンシューマー事業では、リゾート挙式売上

高が 7 億 8,100 万円（7％減）に減ったものの、

衣裳取扱収入が 18 億 6,500 万円（7％増）、式場

運営収入が 18 億 5,800 万円（6％増）、写真・映

像・美容等売上高が 12 億 2,100 万円（3％増）

と堅調に推移した。 

これまで伸び悩みを見せていた式場運営収入

が 21 年 8 月期中間期を底に毎期拡大し、主力だ

った衣裳取扱収入を凌ぐ規模にまで成長してき

た。24 年 8 月期の第 4 四半期（24 年 6～8 月）

に同社グループ入りした「ソンブレイユ」が堅調

に推移していることに加え、東京大神宮会館（26

年 4 月開業）での挙式の受注開始も寄与。当中

間期の受注は全体で 474 組（前年同期比 6 組減）

と微減になったものの、うち神前結婚式が 175

組（同 49 組増）へと急増。受注残は 681 組（前

年同期末比 44 組増）に伸びており、神前結婚式

が 214 組（同 71 組増）と大きく貢献している。 

26 年 8 月期の通期については、会社側の期初

予想値から変更されておらず、売上高が 143 億円

（前期比 5％増）、営業利益が 4 億 5,000 万円

（12％増）と、2 期連続で増収増益の見通し。 

式場運営を中心にコンシューマー事業が伸長 

 

通期見通しは増収増益で期初予想と変わらず 
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